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【写真説明】

　去る10列28、29圃目刺古屋,け尚に館ホールで同前されたオンキョーＬＰレコードコンサートは延

　べ2000削こも示る聴衆を集めて盛況と絶讃の裡に行われた。

　゛Iコン廿－lヽ緋ダ後も陶去りやらず装置に昆入る熟心なファン

　早牛1使用のアンプは807を８本使ったスクーリング回路で、電源部の消費心力は1K156Wで

　　冷汗、メィンアンブの負巡毀tRは37.5dbである。電力増巾部は、807の三紬が４本と、ビーム

　　接続が４木である。スクリーン電源を２Ａ３×２、６ＳＬ７×２、ＶＲ－１０５の編成でスタビ

　　ライザーを構成してあるから、充分なる人力に副え得る。電源の内部インピーダンスは低く、

　　変動率も良好であるから、総出力は138Wで、混変調歪が0.18％以下の出力は50Wである。出I

　　力変成器は当社ＨＴ型の変蔵前と設計仕様は同一でインダクタンスは350Hもあり、レスボン

　　スも良好である。右がメインアンブ、左電源部。　　　　　　　　　　　１
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○オーテイオよもやま話北村合一氏訪問記………………

○カソードフロアーについて（第２回）‥‥

ＯＴＶ受像機のバズについて・

○ラぃオ受信機の試験設備と試験法（第2回）

目 次

○会員製作館807P.P.ウルトラリこア型アンプの製作………………………藤本正治……15

0実際的な２ＷＡＹスピーカーシステムの分波回路……………………………坂下美代九郎…20

○会員製作記　３バンド８球オールウェーブ製作記…………

　　　　　新製品紹介海外ニュース　レコード随想

　　　　　VOICE OF OIA.S.表紙写真説明TOPICS

…村中義悩………23

Ｏ
Ａ
Ｓ
‐
Ｏ
Ａ
Ｓ
．
０
Ａ
Ｓ
‐
Ｏ
Ａ

C/つ

○

ｙ

££

・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・ＯＡＳ・

１

｜

ｌ

－
φ

１

州

１

｜

１

１

･



４

r－

-

オーずずオ
よｔや素話

北村音―氏訪問記

名前をきいただけて阪大斎業科学研究所晋警部助教授と云う肩書きがぴったりする

氏は、学者としてだけてなく、関西に微少い低音歌手として音の世界を自ら呼吸し

ておられる、両立の難しい斯界には貴重な存在の一人です。

秋晴れの一日、音研に氏をお訪ねしてオーディオよもやま鎬を語って頂きました。

　　一一近頃喧しく云われているハイ・フイデリテイの問題

　,一つい'こ……

　IliFiと云うことは未だはっきりとした定義が出

来ﾄっていないので、同如一体HiFiと云っている

よ六字賜ルーズな意味で使われている様にも思う

うてすが。まあ、その片が良いか悪いかは分るにし

ても、それ以目こ基準になるものは未だ出来[lって

･,ヴ;いのです。

　所で一目にHiFiと云っても二つの場合が考えら

ハご拉それは一つは再生音が原音に忠実であると

ムうことと、もう一つは所謂マイクロフオン芸術と

云う遡え方です。

　先づ初めの原冴を忠実に再生すると云う事につい

て汽えてみますと、同と云っても再生音が原音以上

に良くなることは今の場合有り得ないことであっ

で、それを如何に原音に近くもって行くかと云うの

がHiFi再生の仕事であるのは云う迄もないことで

すが、唯、その場合、匿間でよく誤って考えられて

いる事は周波数特性を余り重く吃過ぎており、それ

だけで、これは回サイクルから何サイクル迄出るか

らHiFiだと云っていますが､他にも歪の問題とか、

リスニングルームの問題とか、その他いろいろある

訳で、唯周波数特性だけを云々するのは一寸おかし

いと思うのです。勿論周波数特性の良いことは高忠

実度再生にとって必要なのは云う迄もありませんが

yごからと云って逆にこれだけで充分な条件にはなら

ないと云うことです。だから例えば今のリスニング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

ルームの問題でも、その部屋の広さや共振の問題、

聴く位奴等によっても違ってくる訳で、実験室での

音が良かつたからと云って、他の場所へ持って行っ

て必ずしも同じ結県が生れるかと云うとそうではな

い。アンプの出力がそれを前奏する部屋の大きさに

適しているかどうかと云うことも重要な要素となっ

てｙます。

　こんな訳で、1!討Vを忠実に再生すると云っても阻

にアンプの周波数特性が良いと云うだけではなしに

非常にいろいろなフアククーが唄って可能な訳です

が、扱、それをどうしてやるかと云う段階になると

再生装置の側としては立体所生装置､昨凹2wayとか

3wayとか呼ばれている方法､或は放送の場合にはj/l

体放送などが一一つの方法として考えられる訳です。

　然し高忠実度所生と云っても、先にムつに様に之

を物理的に定鎧する方法は今の所無い訳で、結局は

耳で聴いた感じ、聴いてみて自然な美しい感じを受

けるもの、と云う所に落着くのではないかと思いま

す。

　-ﾓｼﾞﾉ場合、聴いた感じと云うものは人によって違う

　と思うので寸力八と云うのは或る所で聞いた話なのです

　が、技術者の云う良い音と音楽家或は批評家の云う良い

　音とは違っていて、技術者は一般に高い音を好む阻向か

　あると云う話を聞いたのですが…。

　そう云うことはないはずなのですが。特に変な音

ばかり聴いておって耳が狂っている人は別ですが、

良い音と云うものは淮が聴いても大体一致している



洋でＬ，膳八いI伜ｶ萌岫ｙると云いよすが、周波　って、詰る叫は片入い珀こよる判断い辰汲い手段と

数力ぐ岬で10,000サイクル肺胞迄適当に出ている場　たる訳です。

臼は却って発作の斤としては自然な、柔いかの感じ　_さっ紆|]言ったHil゛iのもう一つの考え方、マイクロ

がするものです。寧ろ高音を感じるのは3,000サイ　　ー付ﾚ芸術と云う考え方はどう云うものないてすか。

万ﾚlm引こビークがあつにりすると強く感じるもの　　これは一目に云いますとツイケロフオンの待つ電

でレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒ツづ則回や利用して願jを卯こ耳触りよく美し

　萌で、この高片で15,000サィクル迄ものぽが必要　く寸ると云うへえ亙でして、16け♀とは云うものの、

てゐるか、そこ恋人のμに聴きとれるかどうかとヱj　作目にﾂy楽会で直接聴く鳩合でも、会場の状態、聴

うことが問題になるのですが、矢張りそこ迄出てい　く位置などによつつて相当異ってくるものて･、寧ろ

る方が自然には間える様ですが、10,000サイクル迄　仰,凛で､牛のものを聴くより再生片の方が良い場合

の場合と比べてどれだけ良いかと云うことは未だ疑　も有り得るのです。然しこの場合注意しなければな

問です。　　　　　　　　　　　　　　　　こ犬い白は、内生片はあくまでも自然なぼでなけれ

　技術者が高音を好ひと云う話ですが、それは、一　ばならない。不自然な盲であってはならないと云う

つの場合として、いつも大きな音ばかり聞いている　ことです。聴いた感じが自然で美しい音で'なければ

人は耳が難聴になることがあります。これは人体4'駄目でヽす。

000～6,000サイクル辺りの片が先づ聴え難くなるの

で、そうなった場合には普通の聴覚を持つだ人には　‾‾‾‘‘話ご浅紅するかも知れよ廿んが、今のマイクロフオ

ズ白-九才八ヽモ・人回心ヵ々り　ブ尹∩ｽﾞ器ﾂﾆ几ﾚ二三

なく感じられ、それを強調しようとする傾向が生れ　放送さバまし仁''マィクロフオンのための音楽″と云う

てくることが考えられます。それからもう一つの場　　様な試みについては……

合としては、前に云つ?こ周波散特性にとらわれ過ぎ　　それはａの個性を生かし得たものであるなら大い

言と⊇⊇土ﾃ□二二二二二

ｍ二ても一般には余り見られない例です。　　　　　のがあります。だから、例えば騒音を使ったりして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いよす悩これらも--つのだ色として今迄にない独

　一体人間の耳と云うものは悪い内生機で不自然な　作I的な個件を持たせるなら、新しい音楽を生み出す

音ばかりを聴きつけていると｀それを不自然とは感　yに必要なことだと思います。その意味で東洋の音

じなくなり、却って良い音を聴いた時に　いつも聴　芭はこれから有望だと思うのですが。ドビユツシー

いていろ不自然な音の方が良く思われる様になつ仁　がハーモニーの|〕.で新しい音色を生み出しﾊﾟこ様に、

りするものです。だからそう云つ紅点はスピーカー　楽器として新しい音色が出て来てもかまわない訳で

のメ‾カ‾等が良い音を聴かせて大いに啓蒙する必　しよう。

要がありますよ。　　　　　　　　　　　　　　それから、反語は変りますが、一つ面白い活かあ

　-.sD点は私の方でも各地でコンサートを開いて皆様　るのですが……。それは人間の音感と云うものが未

　に御好評を頂いているのですが……。　　　　　　　　　　開時代から進歩しているかどうかと云う問題です。

　先刻、聴いた感じは淮でも大体一致すると尹い　その例として、これは人から聞いた話なのですが、

ましたが、これも我々の様にいつもいろいろな音を　アメリカインデアンは非｣溶に音感が優れているそう

聴いている者と、例えば田舎の、ラジオも聴いたこ　です。実際彼等の音楽には素晴らしいものがありま

とのない者とではその感じ方は違ってくるだろうと　すし、そのリズム感や楽器の種類、暗譜能力なども

思います。叉、これは音響学的には未だ調べられて　優れ記ものをもっています。そんなことを考えてみ

いませんが、我々日本人と西洋人とを比べても矢張　ますと、これは解答になるかどうか分りませんが、

り音に対する感じ方に相違がある様に思われます。　却って我々文明人の方がいろいろな雑急のすこめに音

屯に角何度も云う様に良い音と云う定義がない訳で　に対する感覚が麻疹しているのではないかとも考え

すから、夫々に適した再生装置を持てば良いのであ　られます。　　　　　　　　　(神田記)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

-

｜

｜

！

｜



１

｜

ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

｜

l

●

I I

Ｌ

声

弗

ゝ

｜

’
・
・
・
・
　
収

’
ｆ
か
か
し

　光月ではカツードフオロワ川口T路の利得の計算式

を導き、その式を用いてァンフの利得を計算レまし　叉

たが、今月からはそれに引続きカソートフオロワー

回路の最大人力信号電圧、最大出力信け電1王及び入

力インビーケンス、出Iカインピーダンスの計算の仕

方を説明し、アンプの設計をもっと逆めて行きたい

と思います。

　真空管の動作点には邑々ありますが、大きく分け

るとＡ級、Ｂ級、Ｃ級と云う様な、結局コントロー

ルゲリッドのグリッド電流の流れ万、或は流るか流

れないかと云う様なことからなされた分け方になっ

ていjﾐす。所が、真空管を単独で、プッシユプルで

なくシンクルで増巾回路に使用する時は、その動作

はＡ級になります。ですからコントロールクリッド

電圧の変化範囲は

　　Egl＝O～Egl＝Ecut off

の間です。″Ecutoff″と云うのは、真字管のプレー

ト電流が流れなくなる様なEg1の値と云うことで、

もちろんプレーTヽ電圧、スクリーングリッド電圧に

よってもその値は変化しますが、これは真空管ハン

ドブックをＱて頂けばすぐ分ることと思います。

　そこでカソードフオロワー回路です力八これもＡ

級増巾回路で、そのカソードとコントロールグリッ

ド間の電圧は先に述べた様なＡ級としての働作から

はみ出してはいけないのです。この様なことからカ

ソ一ドフオロワー回路の最人人力削け電圧と云うも

のが決ってくるのです。即ち

　(Ｄ式より

eg゛ei－ek

（4）式より

ヽ=尚尚盾‰kjei

ですから

eg＝eiい
μ(ＲＫＩ十ＲＫ２)

　　　　　-一一

●

rp十(1十μ)(ＲＫＩ十ＲＫ２)

－e･　印十(ＲＫＩ十ＲＫ２)
一一1－一一一一一一一一一一-　－-　　rp十(1十〇(ＲＫｔ十ＲＫ２)

｝

　一言‰隋荒戸へ　　　（５）

　この式の左辺のegはどんな値をとることもでき

るのではなく、前述の通りカソードとコントロール

クリソドの間の電圧がいかなる時にもEg＝Ecutoff

以下にも叉Eg＝o以上にも･ならないようなものでな

ければなりません。そしてこの値は普通バイアス電

1不と等しくとって間違いありませんから、バイアス

電「EをEcで表わしますと・

　　Egmax＝Ec/幻‾　　　　　　　　　（６）

となります。但し、このEcは真空管の静特性の中

のEg～lp特性を表わす曲線の直線部分の略中点に

相当するEgの値に選ばねばなりません。叉″ゾ２″

で割ったのは最大値を実効値にするためです。

　（5）式に（6）式を代人しますと

ei maxｺﾞp士烈上位（ＲＸＩ十RK2）

　　　　　　rp十（ＲＫＩ‾十RK2）’

eo max＝Aei max

Ｅ，

ｙ
⊆

２
(7)

４
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一

一

一
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一
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＝｢(ＲＫりＲＫい　　.rp十(14一心(ＲＫＩ十RK2)

　rp-バ1十目(IぐKI十RK2)ill)十(ＲＫＩ十ＲＫｊ

　りＲＫＩトＲＫ･２）

ｒｐ十（ＲＫＩぺRIい）

ト
勺

ｆ
ｙ

ぎ

び2

８）

　こﾆﾘ（Ｓ）式をよく見ますと、これは普通のカソ

ー|、フ寸ロワ･･万々いＡ尚増巾回路のプレート負荷

そ（RXI士k,12）として訓導したものと同じにな

つてい乙ことに「ペツ,いれるでしよう。これは当然の

こと.で、カツーレノオロワー回路と云うものは、そ

つ仙郷は１,レド|ぐ仁1£りよ寸が、最大入力隠け屯

IIは,ドヤヽドァス漑|ドよりも入レ,ヽ信行電「ドを入れ

J←＝/J ご‥回心玉の殼入出力電圧と云うものは

プレート川路に口々を入れカソードにバイバスコン

ゃ．４一七人か庖Ａ火の増巾回路のそれと同じにな

ン)てにそごﾊﾞIいくの大川,国･電げと出力付け電圧

が(７)式(８)式に示されているわけです。尚､(７)

｣賢８)式をもう少しμきなおしてみます。大体Ec

とヱ､うものは、Eg＝Ecufoffの乍分即ち

　　Ec＝ふEcutoff　　　　　　　　　(9)
　　　　a

にとるj)カ順通です,/Z″Ecut ofr は次の様にそ

Ｄ佐｢汀沁肺T川″／とプレート重出Ｅｐによって

矢ｼﾞ痢よなります。即ち

―

Ｅ

cut off＝ご乙
　　　　　μ

従いよして

印
か
ー

回

ﾝ昌よすので、（７）式（８）式は

　　ejmaxJ’p十（1十八）（町11ゼ俳j.Ep＿

　　　　　　　　rp十（ＲＫＩ十RK2）21/2･μ

　　eolnax2=　　（RKI十RKj・Ep
　　　　　　rp＋（RKI十ＲＫＤ・２び2‾

30
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づﾚﾄ電圧（Ｖ）

　　第1白図

の様にな）ます。そしてこの式の方が使い易い式で

高ろうと巴いえ寸.，

　では次に例のアンプについて険訂をすすめて行き

レ六レト前引っ第三図阿川路に毀いてのV2の動

作状態をしらべてみます、それと同時に頁空管の特

性曲線の便い方にも触れて行きたいと思います。第

四図は６Ｃ４のＥｐ～ｌｐ曲線によって自序点を決

定したり、その脂即急に於けるプレート抵抗″rp″の

瞭を求めたりした図です。では第四図を見ながら次

をよんで下さい。さて前吋より

　　RKI-IRK2＝330卯

　　Eb＝300V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一ですから、その府流負荷直線は第四図の直線ＡＢと

なります。Ａ点は、Ep＝300V lp＝OmAの点、

Ｂ点は、Ep＝200V lp＝30mAの点です。第三

図に記入したカソード電圧40VとＲ心の上端の電圧

30VよりEc＝10Vとなるのですが厳密には

Ec＝8.5Vとなるので、Eg＝－8.5の曲線と直線

ＡＢの交点Ｐがこの場吋の動作点となります。この

点に於いて接線ＬＭを引けばこの２点Ｌ,Ｍに於け

る電圧電流よりプレート抵抗rpが計算されます。

即ち

　　L・（200V，3.75mA）

　　M:（400V，30mA）

rp＝{昌で回-×103＝7650Ω

Ａ ＿　17×(2600十700)－　　　一一一一一一一一
　7650十(１十17)(2600十7(X))

＝0.84

となつたのは前賢の通りです。

　次に殼入出力電圧を求めるのですが、之は（12）

式により

又

ｅｏｍａｘ， 　　33oo　一丿聊二巫L277V
7650十3300　2ド2'‾

eimax＝eo訂x＝-{漏一一゜33.4V

この様に最大出力電圧は６Ｖ６を一ぱいにスヰング

するのに必要な電圧の約３倍まで楽に出ます。通常

はもつと低い出力電圧の所で動作していますので、

i71oカソード抵抗による電流のＮＦと共に歪率を低くす

　　ることに役立っています。それではついでに各段の

　　信り電I五のレベルをしらべてみましよう。
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ａ．ボイスコイル内川の電圧:evoice

　出｢力を4.5Wとしますと

　evoice＝ジWXR＝x/4.ｼﾞ8＝6V

　汁ボノスコイルインピーゲンスは８む

ｂ．６Ｖ６フレー!ヽ出力電圧:eo3

　e叫＝evoicexnコ6×25＝150V

c.6V6入力電圧：吸8

　eg;:＝今し＝??＝882V

ｄ，６Ｃ４の出力電圧:eo2

　eo2＝eg9＝8.82V

e.6C4の人力電圧eg2

　このeg2と云うのは６Ｃ４のグリッドこフーフ、

　問に加える電圧のことで

　　　　　　　　　１９ＤＢ ＮＥ出府）

ゾ寸゛ブぐレ
　４ドづ

ｊ ４４ぞ‾‾‾二''‾'1

ｅび 一
一

ｅｏ２

-

Ａ

一

一

8.82

　一一
0.84

＝10 5V

仁６ＡＵ６ぷ山刀心服:eo1

　eo1＝ek＝10.5V

g.6AU6o人力電圧e卵1

　このcgKIとムうムは６Ａ【Ｊ６ごコしドj一ル

　クリッドとカソード副卵こ加えシ.ﾚ.で

egKI＝
eo
-
AI

10.5

一一-
70

＝0.15V

　即ち６ＡＵ６のグリッド・カソ一ト問二〇.15Vこ）

信行前王を人れてやると、ボイスコイルぶ山畑に６

Ｖっに⑤心圧となって現われ、4.5W副出力が糾ら

,レると云うわけです。ですからこのアンプの利所は

摺こも計算しましたぽに40倍となるふです。ところ

がこれはＮＦのかかってない埓のことで、約19dbの

　　ＮＦをかけますと1÷βA＝9となってなって、

･ａμ

巧OV

iO､2

冶ど

６０

1.3

0.15

第五図

６

その利得が4.混信になることも前にお話したと

おりです。ですから、６ＡＵ６のグリッドとカ

ソードの圓に0.15Vの信号電圧を加えるために

は、モのグリッドとアース間には、その９信の

1.3Vの信行を加えねばなりません。即ち、こ

のアンプは人力信同電圧が1.3Vの時に4.5W

の出力を出す、19dbのＮＦがかかった６Ｖ６

シングルアンプと云うわけです。これを図にし

てみたのが第五図です。今日は入力インビーダ

ンス山カインビーダンス等にっいても話すっも

りでしたが、各段の信号電圧のレベルを出すこ

とを試みましたので遂にお話できませんでした

しかし、各段のレベルを検討し、各真空管の曼

作点をそれに適した所にもって行くと云うこと

はＮＦによって歪を減らすことより以前にせね

ばならぬ大切なことなのです。大体働作点の選

び方はその段、例えばある真空管の入力段に於

ける信号電圧の尖頭値（最大値）よりも１Ｖ位

大き･いようなバイアス電圧を与えればよいので

す。このことから叉適当な真空管を選べばよい

わけです。では次号で各段の時定数を検討して

行くことにします。

］
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　現在白テレビ受像機には殆んどベンターキャリヤ

ー方式が採田ざれています。このインターキャリヤ

一方式は従来Ｄ標準方式に比べて真空管の数が少く

てすむから経費の節約にもなり、叉局部発振周波数

が多少ずれても再洞察の必要がないから賞用されて

いるわけである。

　しかしこの方式もそれ自身の即題を色々と残して

おり、中でも厄介なのはバズに関する問題である。

　さて、ここで受像機に起るバズについて考えてみ

　　○本質的な原因によるバズ

　でンクキJづヤー方式の受像機では第ﾆﾆ検波器に

言言及び音声の両信号波が加かつているから､｀ここ

で･汐家中問周波数とき声中間周波数の差に相当する

ビートとして４．５ＭＣの信号が得られる。このピー

眉引よは砺波数変調波であり音声検波器に加えられ

ると､音声検波器は４．５ＭＣに同調されているから

中心同波数４．５ＭＣよりの周波数の偏移に比例し

ご出力宅圧が得られるわけである。若しビート信号

がなければ音声出力は出ないから、放送局から音声

の尚波数変調波が出ていても、それだけでは何の音

も問えず、映像搬送波が同時に受けられて始めて音

が出｢るわけである。

　そこでテレビの放送波について考えてみると同期

信吋の合まれている極く短い時間だけ映像搬送波は

殆んど零になる為、この時間だけ音が中絶するわけ

である。これが一秒間に60回も繰り返されると、一

秒問に60圓も音が止まることになり60サイクルのバ

ズとたって現われることになるのである。

　　○雪声信号と映像信号の混変調によるバズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

寸ｽ1こ.゛ﾌい１'¨

　周波数の異る影像信号泣と音声信号波が同時に問

こ真空管に加えられるので音声信吋波が影像信丹波

によって振巾変調を受ける可能性がある。この振巾

変調は高周波回路及び影像中間周波増巾回路に於け

る真空管のEg対ｌｐ特性曲線の非真綿部分に生じ

やすく、これをリミッターや音声検波器で抑えるわ

けであるが、うまくコントロール出来ないと画面の

明暗やシーンによって違ったがバズがスピーカーか

ら出る。

　　○垂直偏向よりのバズ

　垂直鋸歯状波肩巾回路には高い鋸歯秋波電圧が発

生しているが、この部分と音声回路との問に何等か

の結合があれば音声出力にバズの出ることが多い。

　この原因は垂直偏向出力トランスが音声入力回路

に接近しすぎている為に起るので垂直偏向出力トラ

ンスや垂直偏向回路が音声入力回路に近寄りすぎて

いないか検討する必要がある。殊にトランスが近す

ぎた為にバズを生ずるようなことが多いから、こん

な時は絶縁した金属箔で垂直出力トランスを包めば

バズは出,なくなる。両回路が接近しすぎていた場合

は早速シールド板を取りつけなければならない。

　この垂直偏向回路からのバズは垂直発振周波数が

変ると音が高くなったり低くなったりするから、垂

直周波数調整のボリュームを廻してみてバズの音が

変るようであればそれと判断出来るし、叉影像信号

に無関係なことからチャンネルを切替えても相変ら

ず同じ雑音が出るようであれば、更にはっきりと確

める事が出来る。垂直発振管を抜くと急にバズが小

さぐなったというのであれば、バズ発生の犯人は垂

直偏向回路にあると断定せざるを得なくなる。



丁

○トランスの機械的振勧によるバズ

＿一回二で出るハズの牢ｙヽぅンフつ機械的

ｌニに士するベズの出るｊがある、モの為に図

ありよせんか。

　足言聡っフテニバ臣で対比のコ一テ’ンクと匹，

一匹汗ロムン宍匹しかしてレ勺い士ニス八一ク

よく,設計され祀ものを使用　’J
出,て、モこ)｢Iふこう｣ｽﾞﾉ,.‘jl･j,{･.る･jiもあるのでフラウ

ンジi……一三こ'ﾘf､j;ﾀiこCよ兄分を見つけ仁はこらない。元

三≒説仁る爪い問几るにも拘らずアークの見えない

|示よ、気づ高圧フィル々－コンデンサーを個う感応

ｙある。こんな時は新レいものと取替えるに越した

ことはないが、こニ為にコンテしサーを値べようと

思えよ先ずセッTヽを汲返して電荷を放竃させハン

ダ付ｊを対してコンデンサーｏ接続を切首して見

る。孚ると電圧が下って田面は暗くなるが″チー″と

いうふい止ればアークはコンデンサーの内部で起っ

ているのであるから、いよいよ新しいものと取替え

なければならない。

　　○映像信号出力回路によるバズ

　ブラウン管にかかる影像信号には垂直帰線消去信

号も含まれているから、黒い影像信号や垂直帰線消

去に弓が来た場合、ブラウン管のビーム電流は流れ

なくなる，この時ブラウン管にかかる電圧は最も大

きくなり、反対に画面が全域にわたって白くなる時

は平均ビーム電流は最大になるから電圧は降下して

最も低くなるのでゐる。今若し影像信号出力回路と

音声回路の問に僅数ＰＦの容量結合があったとして

凱電圧の変化は音声に影響を及ぼすことになり、

黒信号や沿線消去信号に含まれる低周波がバズにな

って出る。バズは勿論受像機の画面の明暗によって

異り次の俤にして確めることが出来る。

　（Ｄ輝度調整のボリュームを廻して画面を暗くす

　　　乙とバズは増大する。

　（ｎ）コン;ヽラスト調整を廻してコントラストを上

　　　げるとベズが大きくなる。

　ｊＪ　Ｉφ

~|ぷ～･ｊλΓ八

　ニレ……l.j'.|である。ぅつかり不良のレランスを

く‥て･ドヤ、その責任は勿論トぅンフヽ屋さんの

:に;……つているわけであるがいやしくもテレピ

一一レニーテニヤーを志す昔は責任あるメーカーの

辰ﾉ汗七万ﾄﾞｧ末して使用するよう心掛けるべきであ

／μ３

　〃、

こごべいﾄﾞ素のジャンク星趣味はからりと袷てよ

cゝ心４／ψＱ

ょ紀九万二つても居直偏向出力トランスか･らのバズ

ｙ二乙谷いぶで特に注意しなければならない。バワ

ー｀ヽランスもバズの脳因となる事がある。これは電

流かがっ既いものを使用したり、内部でショートし

ているのを知らずに使用した場合に起り易い。

　よく気をつけて耳をすましていると″ピー″とい

う非,弦こ烏い音が聞える頃がある。これは水平出力

lヽっレスのコいレやコアが振動している為で、その

振鋤尚波紋は15750Cであるから相当高い音である。

こんこyl7でも耳の肥えた感受性の強い人々は聞き逃

がさないから一寸厄介である。しかしこの振動音も

ご百出力を大きくしてスピーカーをガーガー掲らせ

ば紡隅罰慨化しが利くのでそこは気分の問題とも云

几聡

　　○高圧のバズ

　'子一子ご'と三う庁ド析続的に出て来て、その度

に万象該つ画面が崩れるような場合は高圧が洩れて

いるとろえられる。愕ヅのアークは高圧フィルター

コンデンふ一刀内部や吃えにくい場所で発生してい

る京ブ多いので、出来るだけ外部からの妨害雑音を

巾くして迫い部屋の中で謳べねばならない。又放電（璽）

に匹ってオゾンが発生するから、顔をシャーシに近
づけて一さ懸念技していると、ついオゾンを吸い過

ブて貼,)誤子がおかしく、遂には嗅覚に異状を来す

⑤ツーJりかなない。ですから鼻工合如削でバズの有

医を吟出ご得るわけです。何と涙ぐましき努力では

　　　　　Ｆ　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　aiaｼﾞ乙ぬAAA

Ｊ－－←－＝＝＝

○-一一一一一一

|‾√ｙ．

○

ダ

ブラウン管のソケットを外すとバズは出なく

なる。

　このバズは音声中間周波増巾管や音声検波器、ボ

リュームコントロール等の回路がブラウン管の高圧

ソケットから２～３インチしか離れていなくて、両

者の聞かシールドされていない時に起りやすいもの

ｊａ４●Ｊ１卜
li6.？ゝ・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸ｙ

であ仁普jより受像機では皆ﾃﾞ田川路はンj･－シの下

ー
ー 応るんらシー･－シがレールド板の作用をする。叉

ブラウン管ｼﾞﾄﾞﾄ鯛にコーテノングがしてあればシー

ハド阪の研きをするが、ここで註意すべきはプラウ

ノ‘1｀19丿 テｊングとシャーシーの問は充分に接続

回ソ≒ツド几いということである。ブラウン管を

ご,･一シーにヅく収り付け記のでバズが止ったとい

う岡も沢山ある。

　以に述べたようにテレビ受像機に於けるバズの原

因は多種多様であり、その周波数も非常に広い帯城

にわたっているのでバズを消すのは中々厄介な問題

であ配しかし一般に60Cのバズが最も強勢な為こ

の60Cバズを測すのが第一問題である。

　次に述べるのはＴＷＩＮ－Ｔ型フィルター（平列

Ｔ型フィルター）を使用して60Cバズを抑えようと

いうものであるが、之はあくまでも実験的一対策で
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あり、着趙の域を出ないものである。;ﾚしんし、敢

て披露に及ぼうといフ放胆ならですがらそ()息気は

回おうではありませんか。

　さてＴＷＩＮ－Ｔ型フイルクーはfig一1に示すよ

うに､二絹のＴ型ＲＣ回路よりなっているが､この回

路のＲ、Ｃに適当な値をりえることによって任意の

周波数で鋭い減衰特性を与える事が出来る。このＲ

Ｃの堕は計算によって厳密な頃を出し得るが、抵抗

やコンデンサーは名目上の値と実際の値の圓に相当

の誤差が認められるので(高周波抵抗で５％前後、

チタコンで10％前後)フィルター作成に当っては同

柚のものでも多数用意して色々っけ防えたり中々工

人を要する。よい特性以得られても致Ｃずれたり、

60Cにぴったり合わすのは困難である。無理に60C

に合わすと特性が悪くなる'ので根気よく何回も試み

る外に致し方がない。もっとも最初から抵抗やコン

デンサーの値を精密に測定しておいて適当な

ものを選んで使用すれば問題ないわけである

が。　　　゛

　fig－1に示すＴＷＩＮ－Ｔ型フイル々－の

各素子の値と遮断周波数の問に次式に示す関

係がある。

ω０２こ

　　　　　１

　　　　　　　　　－(ＲＩ十Ｒ２)Ｒ３ＣＩＣ２

尚之ヱ Ｃ

１十Ｃ

Ｃ２Ｒ

（１）

（２）

Ｒ２

　肖＝２がo（/o；遮断周波数）

上の二式より･oを消去すると
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１
－
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　　　　シ)I口腔一二測波数特性を知る為にFig－4に示す卸き

ぐ３)実白眉セ.，トを組みＶ!の入力電目ﾐ一定(2.5V)に保

　　　　つてそカ,岨皮敢をO～20000Cまで変化せしめた時

　　　　即け力電ﾘ･減衰特性を測定した。その納采はfig－5

01)　　に小すよ帽こ比較的良好であるが、理滝上得られる

　　　　I｢'匹レベレレつごらきが認められるのでまだまだ改

｛５

ル々－の各素子の値を精密に測定して計算畝に近い

レ寸言ブこけれぱならない俳にあると思われる。

　こゐフバルターを圃用すると困ることはバズだけ

でなく音声の方も仰えられてしまうので音百の高忠

実践は望めない畢である。これはＴＷＩＮ－Ｔ型フ

ィルターを使用する限りどうにもならない問題で致

し方がない。

　さて残すは受像機のａ声回路に応用してその成果

を問うばかりであるが、実際問題になると種々の要

素が原因して、おいそれと簡単には行かないもので

ります r本社技術部テレビ課）

（n,；0～　ド）ｼ化汀ド実数j

ＣＩ＝Ｃ２＝Ｃと'､口

ドピ汗ドづス川･にレ抽しつこレ　占の余地;いあると思われる。その第一の剔囚はフィ

いヘフヽＴＷＩＮ－Ｔ刊フ／ルターﾝ）庄川二利用

　．’ノ･である　;いくてＴＷＩＮ－Ｔ開フハレタ

ー‥パ　j岫平川路しこりf汝－2こそ仁を示パもニぅ

　大工こ二でＣ、Ｒぶ阿仁か一年よ汗意ご已に選

二二づバ米るゐ八実莞に紆竹刀ｎﾄﾞ㈲Ｄ一郎分と

て、．－る時はC==0.0レＦへ三州f当である，

子C＝J.01μFこすれば（5）式より

　１＿　　　１

　　　一一一一-
ＪＯＣ ２×７×６０×０．０１×１０-･／

265.25（Kﾛ）　あ仁で目下大いに努力を致している次第ですが、

　　　　　よいｼﾞ円ド帽はすれば早速御紹介しようと思つてお

詐素子乃鋲はfig－3に示すようにぐる

コンサートシリーズの新製品

　　　　　　　　　　CD -S00及CD－603

/

，

　新製品CD－6Q0 6.5吋スピーカーはコンサー

トシリーズの新製品として従来の6.5吋スピーカ

ーご）標号を完全に打破した優れた性能を貝･えてお

）ます、Ｏ型高級音響再装置用に、誠は大口径ス

ヒー万一こ組合せて2Wayとしても効果的です。

叉、cD－603型はcD－a〕o型に出力トランス（

T－6008S）を附属したもので、６Ｆ６（４２）、

６Ｖ６等の出力管の小型高組合響再生装置に最適

でて-

ｎ

/ゝ

鏝

ホ

イ
出
イ
全
空

大

イ

　C⊃－600，CD－603定格

ハシト型　コンサー|ヽ６パ吋スピーカー

許容人力

スコイル
い－ダンス

カトランス一次
　./ゴゲン　ス

　　　磁　束

　隙磁束密度

振動系実効質量

最低共振周波敷

再生周波敷笥囲

局
外
輿
重

波数偏 差
径
行

量

４Ｗ

７～８１２

５ＫＱ、７Ｋ１２

　（ＣＤ－６０３ 附属T6008S）

33,000マンクスつエル

9,000ガウス

4,3g「

80サイクル

50～13,000サイクル

士6db

167ー

100S

l kg（CD－600）

1.5kg（CD－603）

取fLハつル孔径　145‰

　　　　　　　　　　'･－WiiCD－6【X),CD－603痩汪一周波数特性

Ｅ　∂

．一層

ｈド゛

一 ノ
ｙ rv へ

／ ｔ

／

周波数c.p.s
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3.ラジオ受信機の試験状態

射

Qy｀

　うしヤこ削凱丿試験は特別に指定０ない限り次に

谷寸争件のもとに行われることになっております。

　　イ、受信機周囲の温度並に湿度

　受巨機周囲の気温20°C､相対湿度70％を標準状態

ユする。試験の組唄に疑問がなければ気温10｀C～3

yC、相対湿度40％～85％の範囲内で試験してもさ

しっ;いえない。

　　口、試験信号の形式

　ラシオ受信機の試験信吟はAI及びA2（変調周波

数400c/s、変調率40％）電波とする。

　　ハ、使用真空管

　皿試受信機に用いられる真空管は規格通りの特件

を有するものでなければならない。

　　ニ、電　　源

　↑「几試受信服指定の電源を用い、試験中は電げが一

元に医たれねばならない。

　　ホ、感度又は晋量調整器

　特に指定のない限り最大感度及び最大音量の位置

におく。

114

yj
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､ ､ 1 1
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　　へ、音質調整器

　円価}400c sのみで試験する場合には、400c'sの

出力が最大となる位置におく。

4.全般的動作試験

　　電気的、或いは音努的な特性試験を行う前に次の

　様な試験を行い、受信機が正常な状態で働|乍するか

　どうかを確かめねばなりません。

　　　イ、動作試験

　　受信機を電源に接いで動作させ、任意の信号に同

　調させ、同訓暦、台屋調整器、音賞詞整回、開閉㈲

　等を操作して異常の有無を調べる。

　　　ロ、受信周波数範囲

　　受削器の同調器を最低周波数と最高周波数の両端

　に操作して受信周波数を測定する。２バン'ヽ以上の

　受信機は各バンド毎に測定する。

　　　ハ、真空管動作電圧

　　受信機を動作して各真空管の電極に加わる電圧を

　測定する。転換器、調整器など可変装置ぷつい記も

　のは、これらによる電圧炭化も測定する。

　　　ニ、連続動作試験

11

ぞ

１

-



　　受信圀を６時間以上連続に勁作させて首府の有無

孚言べる。

　　ホ、温度上昇試験

　受信日を連続にて動作させ、キャビネット内部の

よ|よが」定となった時の内部要所の温度を燧とする

　　へ、縮織試験　　　　　’

　迂続試験の前及直後に次の各部の絶縁抵抗並びに

工�出力を試験する。

　（イ）電源端子とシャーシー又はアース端子との間

　（口）電源端子と十Ｂ配糾問との間（岬し、トラン

空

第　16　図
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　　　スレス受信機等は除く）　　　　　　　川ﾐ0.3ドド十づ－一変調゛4o ゛

他行抵抗は直流500Vの絶縁抵抗計により測定すぶい.2レャーハー一ﾄ一一，で于社命九万ＯＦｗ

る。絶縁剛力は50c/s又は60c/s、1000Vの交流電圧゛

を一分問加えて異常の有無を試べる。但し、電源ト

ランスＢコイルの無負荷電圧が500Vを超える時は

その２倍の電圧で試験する。

5.特性試験と特性曲線
　玉足首言行註の試験は前号に紹介した第９図の記

子装既により、音響的な特性の試験は第10図の試験

装蕊により行われます。次に代表的な特性の試験法

　　　　　　　　　　　　　　　　　-万巻-･-
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　　　　　　　搬送周波数（ＫＣ）

ぺ放縦軸にツ中線入力常任をとる。横転はＫＣ（キ

ロ・サイクル）又はＭＣ（メガ・サイクル）単位に

て万円隔日盛、紋帖はμＶ又はｍｖ単位の対数目盛

ととっている。２バンド以上.の受信機の感度特性を

-･つの図面に収めるときは第17図の様に横軸（搬送

川波数）を対数目盛とする図示が容易となる。

　　ロ、影像比試験

　スーパーヘテロダイン受信機では影像周波数によ

る妨害が問題となるので、感度試験と同様の状態に

て、受信機の同訓周波数に対する影像周波数の信号

　（変調周波数400c/s、変調率40％）を空中線端子に

　　　　　　　　第　17　図　　　　　_．．
　川口門出

‾匯塵特性　‾

‾‘‾‾‾変調周波数400％’

－一変涸準　40％

　受侶槌出力500゛W
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発注器

　　　　　　　　第　10　図

を御紹介致しましよう。　　　　　　　　　　　　　　100

　　イ、感度試験　　　　　　　　　　　　　　　弱

　感度試験は第９Σの装置により供試受信機が入8°

標準試験出力を得るに必要な空中線入力電圧を．　蜀

各搬送周波数について測定する。試験信号の変
カ

60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r●調周波数は400c/s、変調率は40％とする。　　心50

　標準試験出力とは受信機の特性を測定する掲出40

合の標準出力であって、無歪最大出力が１Ｗ以比30

上の受信機は0.5W、無歪最大出力が0.1W乃至　、

１Ｗの受信機は0.05W､無歪最大出力が0.1W以（db,20

下の受信機は0.005Wを標準試験出力としてい　　’o

/JC

感度特性図は第16図に示す様に横軸に搬送周
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Ｅ

加えて、受信機が標準試験出力を出すに必姿な人力

完工を測定する。この試験を各同調周波数毎に行い

影像尚波数の感度特性を調べる。影像周波数の感度

具じよ受に服の感度特作図に記入し、雨特性の感度

ｽﾞﾐを影像比と云いdbで表す。第16図、第17図には影

保則実数の感度特性も記入してある。この場合縦幅

の空中線人力はdbで表わすと影像比を求めるのに

便利である。

　　ハ、出力試験

　ラ信演を搬送高波数1000KC、変調周波数400c/s

能‰率匍％のに号に同調させ、空中線入力を零より

述続的に増加させ、受信機出力が飽和するまでの出

力の変化を則定する。受信機人力の変化に対する出

力の変化状態を知ることが出来る。

　出力特性図は第18図に示す様に横軸に空中線入力

助士（nlv又はｇｖ）をとり、縦軸に受信機出力（

Ｗ又はｍＷ）を目盛る。この場合、横幅、縦軸共･に

対数日啜とする。入力及出力をdbで目盛る時には等

問隔日幄とする。

　　　　　　　　　第　18　図
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　　　　　　　　　　空巾線入力電圧（ｍｖ）

ニ、選択度試験

　第９図に於て受信機を試験搬送周波数（変調周波

数400c/s、変調率40％）に回読し、標準試験出力が

得られる空中線人力を測定し、次に搬送周波数を＋

側及一側に離錆し、夫々め離調周波数に於て標準試

験出力が得られる空中線入力を測定する。試験搬送

周波数は標準放送周波数帯では600KC､1000KC、

1400KCを選ぶ。その他のバンドでは周波数帯の中

央部並に両端の３周波数を選び試験する。
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第　19　図
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　　　選択度特性

ヽ　変裴周波数400％　　，
ヽ｀、変窮車　40X　　/

　ぺ　　　搬送周波数　　　　　　　ﾉ/″

　ぐヽ-600 KC　/

＼
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　　　　　　　　離調周波数（ＫＣ）

　　選択変物他国は第19因に示す様に横軸に同訓点を

　中心として両側に離調周波数（ＫＣ）をとり､,縦軸

　に空中線入力電圧比（db）をとる。選択度（帯桟巾）

　可変装置つきの受信機は選択度最大と最小について

　試験する。

　　　ホ、電気的忠実度試験

　　受信機を搬送周波数1000KC、変調周波数400c/s

　変調率40％の信引こ正しく同調させ、標準試験出力

　を得る様に空中線入力を調整する。次に変調周波数

　を30c/sから10000 c/s まで（変調率は40％一定）変

iツヒして、変調周波数と受信機電気的出力係を厠定す

　る。連続的な音質調整器のついた受信機は音質調整

　器の最大位置と最小位置にて試験する。数段に切換

　の音質調整器つき受信機は各段毎に試験する。電気

　的忠実度特性図は第20図に示す様に横軸に変調周波

　数（c/s）を対数目盛にて、縦軸に相対出力電圧比（

　db）を等問隔目盛にて表わす。相対出力電圧比は変

　　　　　　　　　第　20　図
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,副.j波数400c/sの標準試験出力をOdbとする。

　　へ、電気晋響的忠実度試験

　本試験は堕101帽こ示す装置により行う。受信機を

搬送周波数1000KC、変調周波数400c/s、変調率40

％の信けに正しく同調させ、標準試験出力を得る様　　2o≒ｴﾄ半]げ几‰。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　1　4‘ |
;I.j叙収400ぐS

に空巾綜ﾉ､カを調節する。次に変調周作数を3oc/s　澗　サスサレ生白問斗4oq

より10000cﾀﾞsまで（炭,同率は40％-一定）変化して受

f.且つスピーカーより前面50cmに於ける年玉の変　小

叱今則定する。
　　　←一一=〃一一-

几上土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　玉≒登凹的忠実度特性図は第21図に示す様に挨軸

に隻,淵周波数（c/s）を対数目盛にて、縦軸に相対音

丁比（db）を等間隔目盛にて表わす。相対音灰汁は

変調周波数400ごsに於ける合図をOdbとする。
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　　　　　　　受信機出力（ｍＷ）

異る方法もあるわけですが、今までに発表されてい

る多くのデーターを基準にしました。ラジオ受信機

の試験法につき更に詳しくお知りになりたい方々は

次の文献を御覧下さい。

　　参考文献

1.日本放送協会放送聴取用受信機規格く昭年13年11月1臼）

２．同上　　放送駒収用受信機試験法（同上）

3一日本工業規格無線受信機試験法ＪＩＳＣ６卯５（１９５１）

４．ＭＥＴＨＯＤＳ ＯＦ ＴＥＳＴＩＮＧ ＡＭＰＬＴＵＤＥ-

　　　ＭＯＤＵＬＡＴＩＯＮ ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ ＲＥＣＥＩＶＥＳ．（１９４８Ｊ

　　　ＴＨＥ ＩＮＳＴＩＴＵＴＥ ＯＦ ＲＡＤＩＯ ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

　　　Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ

　　　（日本放送協会受信機資料昭和26年９月号に訳文が掲

　　　載されている）

５．ロ本放送協会受信機資料昭和29年３月号掲載

　　　　　　　　　　ララオ受信機試験法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おわり）
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　　　　投　稿　歓　迎

会員の皆様へ

今後本誌を出来るだけ会員の皆様に開放致

しますから日頃の御研究の成果、或は苫心

談と云ったものでも、何なりと結構ですか

ら、どしどし御寄稿下さい。

陶採用の分には粗品御贈呈致します。
L,,,,,,11,1,,II

- 一 一

'1

　290掴緊鵬竹沢司波数（c/s）

　　　ト、歪率試験

　第９図に於て受信機を搬送周波数1000KC、変調

川波数400c･s、変議事40％の信号に同訓させ、布巾

柁人力を詣ぎして受信機出力を変化し、種々の出力

に於ける高調波含有率を測定する。

　消率特性は第22図に示す様に横軸に受信機出力（

Ｗ）を対数目盛にて、紋帖に歪事（％）を等間隔目

言こて衷す。

む　　す び

　以上でラジオ受信機の試験設備と、代表的な特性

乃試験法についての紹介を終りますが、これで受信

機としての全ての試験が終つだのではなく、この他

にも貨多くの試験項目があるのですが、一般のカタ

ログ、技術雑誌には余り昆かけないので割愛しまし
Ｊミ

ノーＱ 叉試験法についても本文に紹介したものと多少
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製作肥

807P.P.ウルトラリニア型

　＜写真説明＞

　　右側スピーカーケース自

り乍とＰＤ一121、木枠｣.段

より（1）チューナー（2）

常時使用の２Ａ３Ｓ、ＲＦ

１、１Ｆ２可変帯域受信機

　（３）メインアンプ及プリ
アンプ（右側）（４）同上

,電源部、右側ヒーター整流
；川電源。

　音楽は好きだがどうも高価な市販の十数万円もす

る所生装置には、ダルマさん同様で全く手も足も出

ず、かと云ってＬＰレコードの音の良さは充分承知

して胆り、我々オーディオマニヤにとってアこだこれ

を撰をくわえて見ているのはとても我慢できた事で

なく、い勺かは忠実度の高いセットを物にして見た

いと云う切なる思いが、此のセット製作の動機で、

余り変な音のしないセットで静かに美しい音楽を聞

きながら長い秋の夜を過ごモうと、当時は色々と苦

心した物です｡ＬＰレコードは周波数レンジ50c/s以

下10000c/s以上の広さがあり、叉ダイナミックレン

ジも60db位更にもっと大きい物も数多くあって、

此の良さを充分に楽しむには、それ相当の装置が必

要となります。しかしＬＰ用ブレヤー製作がＳＰ用

に比べて製作上に出てくる難関の多いのも叉ＬＰな

らではのこと、インダクションハムを拾って見たり

或は回転斑を出したり、折角のＬＰの特徴を台なし

にします。本機では一応ＬＰの昧の出る様にと思い

淋しいポケットをはたき余り費用のかからない様に

と作ってみたが、部品は逐次良い物と換えてゆきた

いと思って居る。高忠実度再生行く所此の夢もまだ

充分続くであろう。そう云った夢の実現の一端とし

て此のセットが出来たのです。余り費用をかけない

でと書きましたが、此れ位のセットになると余りか

けない様にと思ってもやはり相当の出費は用意して

かからないと仏作って魂人れずのたとえの通り、ま

ことに変な物になる事があながちないとは断言出来

ませんが、此のセッ1ヽでは自分で出来る所は全部自

アンプの製作

広島県

藤　本　正 台

　作する様にしまい'こので、セットの割に費用力≒いさ

　みませんでした。

　色々と前言が長くなりますので此の辺で本題にﾉぐ)

　ます。先づ此のセッ1ヽに使用した種々の部品にっい

　て少々…。

　　　使用部品について

　　此の種忠実度の要求されるヤットで最も重要なの

　は毎度のことながら出力トランス及び電源トランス

　である事は皆様も良く御承知の事で、私が今更ひし

　かえす程のものではありませんが。電源トランスは

　アンプの出力及ぼ質に影響する所甚だ大で、極力良

　品を購入する必要がある。3～400V位のＢ電圧の

　出て居るもので、整流管のＰ－Ｐ問で直流抵抗が凡

　そ300j位ならばまあまあと云う所。 150j2位なら申

　し分なし、私の使用したのは山水電機製のP－33H

　型で、Ｂ電圧380V、整流管のＰ－Ｐ間直流抵抗180

　2のものです。爾、一次側の80V、90V等のタッブ

　は万止ひを得ぬ場合以外には使用しない方が無難か

　と思います。レギュレーション悪化を来す原因とな

　りますから。出力トランスも最初から出来得る限り

　良品を選んで求めた方がよく、悪いトランスでもＮ

　．Ｆ．Ｂをかければ良くなるからとムつても、とっこ

　いそうはたやすくは問屋が卸さない。なる程周波歎

　特性はＮ．Ｆ．Ｂをかければ良くなろうが、その様な

　アンプは高低音両端域では中音域よりＮ．Ｆ．Ｂの減

　少により、出力管がハイレベルで動作する事もあり

　得る為に一寸した入力オーバーになってもすぐに種

　々の歪を発生したりする。

15
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チー－クコィルも叉重要なもので、此の直流抵抗値

っ多い拘は前段の特性恋死の服大な役割じを限すこ

ムこなり、回０為にチ。－クを使ったのか分らなく

なる。特にフィルターにチョーク代用としてフィー

ルドコイルを閃用するのは㈲をか云わんや、其の心

百万注さに驚くばかり。叉、ブリアンブやチューナ

ーふＢ電源もそのチョークを通して供給するのが普

通であるから、より抵抗値の低いものを使うべきで

5～10Hで100～200mAのもので、せいぜい100j2

位なら良く、4～5002直流抵抗がある様なものは

使ｍしない方が無難、カッブリングコンデンサー類

はＮＣＣのオイル入を使用、ベーパー型は耐熱の点

でどうも不ｉがある。抵抗類は狐或は珀型で大低ま

にあうが、通詞電流値と使用目的によっては適当な

容量のものを使うこと。例えばフェーズインバータ

ーのＰ,Ｋの抵抗は余り電流が流れないが、２Ｗ型

を使用、憬仰の安定を計るとか、ドライバーのＰの

既荷抵抗は少し流れるからここにも２Ｗ型を使用、

熱ご為に抵抗値変化によるＰ．Ｐの働即の汪うのを

方ぐとう、バワー管のグリッドリークはグリッドと

尽邱君　　メジμ7

⊃｀

ﾀｚみ工

Ｎ０．１　にfンアンプ

はムえ時としては匿当のグリッド淑流が流ｵしここヽら

叉、断線しﾊﾞこ場合には岐害もjづいから稲で良いが

まあ１Ｗ型を使用する､･と云う片白である。抵抗剔

は全部理阿甫員裂を使用、匹狸フィルクーコンデン

サー、此れもＮＣＣの電解を使用、此れなども耐ｙ

の充分ある良品を選んで使用すること。真空管はオ

ールマツダ、此れも他社にくらべて良好、（「真空

管はマツダが好い」と云う先入観の為ばかりではな

いですぞ）

　スピーカーは音響PD－121型で満足使用。効能

書によると周波数特性も40c/s～13,000（ｿﾞs「俎上6db

とありますが、私が使用した時には10,000c sの音

は完全に再生して呉れました。（但し大阪音響より

なにも頼まれて言いているのではなく、私の使用し

た実際の事ですぞ）｡それにモーター、カー1ヽリッジ

アーム、此れは現今は国産品愛用時代でもあるし、

保守の点から云って国産品の方が有利なので、モー

ターは赤井電気のＣ－５型バリアブルスピードにカ

ダトリッヂは品川熱線「グレースJF一２Ｂ、Ｆ－

２Ｃ、アームも同社のA－12E型12吋盤用を使用し

おμ吋

ｙＺ３

-

ぎｒＪｊ

む７Ｘλ

ﾀ瓢なな叫ｃ厚

/6n

ｊ゛μ旦夕£

ひ

入力J.



てパります。今の所別に難点はありません。

　　メインアンブ

　川路は別表N0.1よりN0.5に内､すjlレハ807P.P

ぞ-･づ，Iヽ1.Jニア接続で使用、出力トランスの一次側

18.5?八万所より出lているタップを使用し、807のＳ

ＧニＮ．Ｆ．Ｂすると同時に出力トランスゐ二次側か

ら'ヽッフこ陥６ＳＮ７のカソードに雪目をか応す方

jし∵ご、氷随に比川口]路を選んだ理由はシングル

ニー｀犬|ｺﾞよこも一広範勺は感じたが、まだ問題が残

ご,ﾐてん八そ仁に比べるとウルレラリニア型はウ

ィリフムッン叩を一歩肛叱させる、即ちスクリンタ

……と･JIとl,｀'-こ'次るごでウィリアムソン型の知識で淮

ニ,バ証ぐ匹回てられる勺彩叉手･持ちの部品も使山

川,来シしら:こ能ならない。

　ロヤこしても別に戻った所はなく、ただ整流管が

直紀百７ゐでＢ巻線の中点を直接アースに落さず、

ＳＷを途中にいれて他の球が完全にヒートしてから

Ｂ前{がかかる様にして電解コンデンサーの安全性

をｙめて｢冊ります。それと、トップの球のグリッド

入/J側に10KQの抵抗が入つて居りますが此れも動

作を安とするのに一役回って居ります。私の場合Ｎ

．Ｆ．ＢＤ抵抗は10K2で、副定器がないので詳しく

は分りませんが.20db位はＮ．Ｆ．Ｂがかかつており

ます、京回路によりますと、ＮＦ抵抗にパラレルに

100 P F 泣のコンデンサーが入って居りますが、此

れはオッシログラフでカット・アンド・トライを見

なｙら入れなければ白｀害あって一利なしとの事故や

めて、直結回路に100P F と５Ｋｊをシリースに接

続しﾀこ言で、シャンＨこ入れ高音部の位相変化によ

る完{を防ましてあります。洵、電源回路の直流抵

抗は、整池野のフィラメントより出力トランスの中

性点まで約80タ位です。電源トランスの直流抵抗が

18〔)クですので此の回路インピーダンスはかなり低

くなっていにと思います。

　　チューナー及びプリアンプ

　本来がＬＰ再生用として作つたので、ラジオ部は

一一殷う五球スーパーに高周波増巾を一段附けた極く

普通の高周波部を利用して居ます。此のチューナー

はなかなか感度が良く、それに音質もまんざらでな

く、汝四北海道放送等がかなりの音量で楽しめます

まあスーパーで汐震を云々するなら通過帯城中の広

い士５ＫＣ位以ﾄ.のを使いたいですね。現在我が国

の放送局の帯城巾が15KCまでだそうですから士7.5

KCのＩ．Ｆ．Ｔを使えば放送周波数をカバーします

17

ね（No5利川略図）

　ブリアンフは1954吊１月りフラジオ技術」に宮出

京和仄か発表になった回路を其のまま脳き今ここで

は何も巾しトげる屏はありません，叉、ヒｒクーの

直面点火は云う迄もありません~（N（）.2及びN0.3

の回路）洵ヒーターを直直で点火し仁いがセレンは

高賄だし、整流するとなると数干μＦのコンデンゼ

ーが必罰だし、どうもポケットマネーが承知しない

ので、とｼﾐう人はN0.2の回路を一度試みて見られ

ろとよいでI.よう。此の回路は作不12月のF無線と

喫緊Ｉ竺川こＳ工業Ｋ．ｋ､景山氏が発表になったも

ので、以出仄の誹を僣りて云えば此の回路はＢ電圧

をそのまま匹Ｔの6.3Vに変圧するとのt。「同んで

すって、直流が変圧出来出るもんかですって？」此

れは高周波の発振作用を応用したもので、氏の言に

よればＢブラスの高圧電源より発振させれば6.3V

に変圧するのは容易で、別にややこしい装置は不必

要との事。私も使ってみた所なかなか便利でよく動

作しております。

　　スピーカー及びキャビネット

　本機に使用のスビーカーキャビネソトは厚さ１吋

の合板を使用し、N0.6図の如き寸法に自作したも

のです。内部には一面に厚さ一阿倍綿を波状に張り

吸汐し、各角には1.5吋のラワンの角材で補強し、

板の共振を防いでおります。このケースに前記PD

－121を取付けて聴いております。洵将来は2way、

3wayにもしたいと思っておりますが､今の所全く手

が出ませんので此れは夢の中に入れて当分保留して

居きましよう。

　　プ　レ　ヤ　ー

．ＬＰレコード再生装置の中でも此のプレヤーが一

呑問題の多い所ではないでしようか。やれリーケー

シだ、やれＷＯＷが出るの、叉回転むらがあるの、

とモーターにでも大分難点がある。之に加えてピッ

クアヽンフが乱交大変、アームが良いの悪いのと言っ

て居たら飲限りなく難点がありますね。まあ其の難

点を如何に良くするかと云う所に一つの楽しみを感

じないですが。私の使用しているブレヤーは最初に

回分厚のラワンの板にしっかりと取付け、モーター

の位置などにも相当気を使って組立てましたが、御

多聞にもれずリーケージのために困らされており、

〃
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そクで目ﾄ･ぐ４～５ﾜ詐レ.溺､阪を回って来て、各

,口入付ｊｿﾞ⑤/J「ﾘけﾆﾊﾟよ巾です。二ご）壬一々--ヽポー

ドク東西,ょレレレプ　･一万い､ぴレ5yこ志って屈

調整及び測定結果

籾
厚
一

へ．
一
六

戈
―
が

∴･隔／万口ご高見とムつて削土方帽ご測定器y扇吽

ゾニづバ無く、よここに柚子,撹けした,尼胆になり

よ･ンこヅ、比々な折詰に多くの元服方により発表さ

れて岡り之すので、その方を参考にして頂き、此の

項は此れで御伴し頂く事とし、ただ試聴結果は、数

名の友人にも聞いて頂きましたが、なかなかきれい

な良い音だと云って呉れました。まだ色々と此のセ

ソTヽも難点があり、もつと研究してみ7こいと思つて

おりますっ

．
石
屡

　　後　　記

　色々と思いのままにドらない事ばかりがき並べま

したが、浅学の者故どうかお許し下さい、秋も大分

深まって、我々マニヤに取っても絶好のシーズンと，

なり之しこ。私もうんと勉強し、叉研究もし、少し

でも自然の音響再生に努力して見たい所存で居りま

すっ皆様方の中でなにか、こうしたら一一層面白いの

ではなかろうか、ああすれば一腰良くなるのではな

かろうか、と云った様な面白い話でもあればお知ら

せ頂ければ幸いと思っております。

　当盲目下獄名の音響マニヤと相談して研究グルー

プを結収すべく努力して居り、完成次第に手始めと

してアクトレスの研究を始め様と目下着々と計画中

です。其の内に叉面白い事でもありましたらお知ら

廿し八寸。

て回礼堕 ながらこの紙上を借り皆様力の御発展及

N0.6モャビ不

二万こ＿上_⊇

マ

坤

％

び御健康をお祈り巾上げると共に、皆様方の研完成

果をお待ち申上げてこの項を絃りこいと思います。

-

爽

海外
一

一 ュース

ｒ心/へjべ７ｗ

　　　特許・ＲＦイコライザー

　これごラジオ・フリヤンシ一別に考案せられたフ

ィルターで｛詞の如くNI,N2,N3の」刈跡を各々異

つ穴レンジの岡放散に調整してある。回路には各々

P一波敬レスボンスの凹凸を除くためのロス・コント

ロール回心≒叉Ｚｊ，Ｚ２は高・低減迄フラットに
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泌し、災にRs，RLの周波数レスボンスの欠点を拙

飢する様になっている。爾、これはＳ．ボビス氏と

XA/.R.ランドリー氏の特許で、ベル・テレホン社

に譲られた。（Pat.N0.2,682,037）

　　　｡__._　　NI　NI　Nj
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　ＬＰレコードも次第に普及され、高忠実度のスビ

ーフJ－の要求が多くなって来た。高価な外国製品を

使かなくともウーハー（低音用スピーカー）とトイー

クー（高音用スピーカー）の組合せで好結果が得ら

れる、そこで初めて２ＷＡＹをされる人々の為に実

際やる場合に生ずる色々な疑問も多いので製作を主

眼として出来るだけ詳しく述べてみよう。

　　複合スビーカーの長所

　これは２ＷＡＹとする根本問題だから利点から説

明する、スピーカーは低音程そのコーン紙の振幅が

大きい、その為かなり低い音まで歪少なく再現する

たツこは大型スピーカーほど有利である事も説明す

る迄もない。家庭用としても出来るなら少くとも12

吋泣のスピーカーを使用したいものである。所が困

った事には12吋は低音特性が良いが、コーンが大き

く質量が収いので高音が出難いし、振動板の面積が

六万いため、必然的に指向性が強く現われて、スピ

ーっ一正面のみ高音が強くなり一寸中心を外れると

2UAYXど哨 Zi・yxi£
の　分 波　回　路

坂　下　美　代　九　郎

ビーカーは経済的の理由で、ボイスコイルの長さこ

ョークの厚みがほぼ等しいので、大振幅の場合には

ギャップから飛出すために、ひどい波形歪と混変調

歪を発生しやすく、高音部がこのためにひどく歪ん

でしまう。このため低音は12吋、高音は他の小｢1径

のスピーカーを別々の周波数を受持たせれば、低音

のスピーカーに高音が入ると云う事がなくなるわけ

で、混変調歪の問題も解決出来るわけである。

　　複合スピーカーの使用法

　それでは低音部用の大型スピーカーと、高音のよ

く出る、比較的能率のよい小口径のスピーカーを並

べて使用すればそれでよいだろうか。どっこいジャ

スト待ってモーメント／ざんす。それだけでは困っ

た事が沢山出来てくる。ただ二つのスピーカーを出

力端子に接続しただけでは、二つのスピーカーに入

る周波数帯域は全く同じで、混変調があらわれて来

てシングルシステムと全く変らない。

　第二に音源が二つ並んでいるとお互の干渉が生ず

岸ツ感度が落ちるものである。陶因る事は一般にス　る。第三にウーハーとトィーターの感度差があると
（ＡＩ

いヅｙ

町L4ﾉＳＦ

４Ｍ

（∂）

（ｐ）

ら

Ｇ
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ｙは音のバランスがとれない。それでウーハー

には低音部のみの出力を与えて、トイータ一に

はい示威出力のみをづえて各々の受持ち周波数

をｊえてやる事が必要となってくる，この受持

円波数の境の点を我々は、クロスオーバーフレ

ケーシーと云っているこの繩張りの分割をする

ものが分波回路と云われ、２ＷＡＹや３ＷＡＹ

には欠くべからざるものである。

　　分波回路とはどんなものか

　簡吊に云えば高城濾波器であり、その定数の

求め方は、専問的であるので省略することにし

て、結果だけを第一図に示しておこシ我々は

特に(Ｄ)の回路を一番多く使用する。第一因の

(Ａ)(Ｂ)は一番簡単だが、これでは不充分で、

クロスオーバーからヒ又は下の周波数の減衰特

性がオクターブ当り－6dbに過ぎない事、即ち

周波数が倍又は半分になったときの出力の減り

方は半分になっているということで、クロスオ

ーバー附近では必要以外の音がかなり強く出る

事を意味する。少くとも減衰特性は12dbが良いとさ

れている。その7こめ（Ｃ）（Ｄ）が使われる。

　　分波回路の定数算出法

　堕一図のＬとＣは次の式で計算する。いづれも、

ウーハートとトイーターのポイスコイルインビーダ

ンスRoは等しい場合である。

Lo＝-

ＣＯ

　ＲＯ

２ゼo

　1

(Ｈパ=160×づUし(ｍＨ)…………(１)

CFパ=160,000×
一一一一-　２７μＲｏ｀

ＬＩ＝早手110×
RO

－一一
/o

ＣＩ＝び2 Co÷223,000×

Ｌ２＝１／‾２ Ｌｏ寺223×

１

Ro加
(,･F)……(2)

(ｍＨ)…………………(３)

　１

Ｒげo

R｡・お

第

/,●∫一肩

図

り４好
ん～S戸

尺｡･趾

　　　バダ祚

/､&j｡パ　　g｡=紅

　　　　　　　　第　三　図

ボイスコイルの線の太さ、巻回数及び材料に依って

巡っでくる。があまり冲経質になる必要はべい。一

々回算しても大した弔はない。

　今苅ヤこついてRo＝82のスピーカーいＬとＣを

求ｿ）てにる。一応クロスオーバーは1200c/sとする

ム　巾）即こおいては

L2＝223X
ＲＯ

一
八
＝223×

８

＝旧態＝1.65･1H
1200　1200

c2一一410000×晨みド11(珀oox1肖認oべ1'4″F

　となり第二回の如くなる。この場合は400c/sに於

几ヅイスインビーダンスを利用し記のでクロスオ

脳F）………（4）＿バ＿では異ってくる。だからクロスオーバーにお

　　　　　　　　　けるスピーカーのインピーダンスを測定せねばなら

(ｍＨ) ¨･･（5）ない。その測定法は第三図に示しておきます。

一

　　分波回路の部品の選び方

　　（１）コンデンサーは電解コンデンサーを使用し

てはいけない。必ず紙コンデンサー叉はオイルコン

デンサーを使用せねばならぬ。耐圧は100V位で充

分である。

　　（２）コイルはその直流抵抗が出来るだけ小さい

事。小くともボイスコイルの直流抵抗の10分の１以

下である事が望ましい。もしこれを怠ると分波回路

の損失が意外に大きく、増巾器出力の半分以上が分

-

４

ＲＯ
-か

　c2＝ｼﾞ≒卜ギ110,000xiどしぷG･F）…………（6）

　但しRo……スピーカーのインピーダンス印）

　　　/o……クロスオーバーフレケンシー（･-）

　Roはかにおけるインピダンスであるが、ホイス

コイルのインピダンスは周波数が増すと大きくなる

ので正確にやるには測定すればよい。大略の見当で

は400サイクルでは直流抵抗の30％乃至50％増し、

1000 c/s では直流抵抗の２倍位になるものであるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21



吟回路に暇われる事になる。

　　ウーハーとトイーターのインビーダンス

　　が異る場合には

　ド回つ様にインビーダンス吊異る絹合は、駒

合川オートトランス帽右く高窓があ仁回路は

吊川口TD通りで高るが、もしウ･･-ハーが16�で

i、ィークーが8j?の掲今は先づ岫煩悶リニカい

ツツドイーＳ-]いIノヒー々レづ㈲いぐでは

８むr川づこ々つているからＣある、副司に毀る

回八は別として、イしビーダノスがす分ぐ｀らい句ら

ツロい

　ニ乃卜づづ､ランス剖乍り万は于待ち刀1(ﾄﾞくら

いﾆ)スヒ一力づ財田ｽﾞ)トランスのコアーになるへく

とい鄙采(１％ぐらい)を手,脇とてまくが、16£に

対して120同窓をくのを犬体のぼザとして、タッフ

ゾ川山川よｆンヒーブンスがヤ分ならば70％に、lj

4｝-・一一－，

1fC

ｉ

―
‐
Ｌ

Ｌ

公

ら｡惑Ｐ

1･ 9

“1片ジ

　　　　　　　　　　，　りＱ～ｒＱり･恰。

　　　　　　　　　　　　ｼすﾒｰｸｰ

　　　　　　　　　第　五　図

　　　､二61①四ら４肘伎びホーン犀回を使用し、

ノロ．パ｣-づヽ一計２ＷＡＹで1200c/s位に追ばれる

ぐ尚は20収ｓ附近のホイスインビークンスが必要と

べし、づL山川述の如き副定法で測り得る。その良

Ｌとｃふﾑi汀に依って求める。その場合Ｌのインク

ノツースは２ｍＨ以下の揚臼が多い。この傷心は直

たら50％からというけ削こ巻線比の白面がインヒク　滝抵抗を低くするため空芯を使用する。これは木父

ンス比になるぼにタップを出すづクーハーが1卯の

　　　　　　　　　　　　　1.

沁

　　　　　　　　　　第　川　図

｀、1レィー17 －よ４む･1）とごは60ﾄﾞ1旧にどし全仙

咬を1201目1にすれけよい,，

　　スピーカーに感度差のある場合

　　･殷にウ一一-ハーヒトィークーの能率か冷しい場計

は.リ1で、どちらか一方が能率がよい。そこでニつ

のＳ．Ｐを能率を揃えて使用する事が適正であるの

士一千

はベー゛ノシイレホビンを第六図の如く自作して捲線

拍ｊ　２ｍＨ斌ﾄﾞのものではこれで充分だが、2m

IIリ|ゾ)唱治ま空芯ではダメで鉄芯を使用する莉こ

々白ムいづれにしても精密に合せる必要はさほど

こド∠‰ﾄﾞ.は20％程度あっても支障が少ないｊを述

へておく。人体の眠げ配分は第七図の調整で目的が

達けられる。

　　最後　に

　否涌ﾌﾞ)家庭用としてはこれで充分理解された事と

思う飲さらに良い再生装置を望まれる方のために

高・中・低の三筒位のスピーカーを用いる事もよい

分波回路も全く同じに考えて使用するがよい。最高

の叫生には300c/s位下を16吋ぐらい中音に(300～

4000c/s)は8″ぐらいを大型ホーンで再生され、高城

　　　　　　　　　　　　　　　　　　23頁下段へ統く
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　此度ふ市波新聞社ギ昨今九州ラジオセット組立コ

。コーｊに於ご之して、図らずも私の作品が入選出

来よして誠に感にたえない次第です。つきましては

j､つつ力ヽながら仏のセットの製作,£みたいなものを

,|にゾ1て]頁きぷす。

　払の|乍品と云いますのは、高周波一段、中間周波

二段、低周波三役僧巾、使用球は６ＳＫ７，６ＳＡ

７，６ＳＫ７， ６ＳＫ７， ６ＳＱ７， ６ＳＪ７， ６

Ｖ６， ５Ｙ３の８球３バンドオールウェーフセット

セノトJ)良悲はその使用部品に左右されるものと考

え、部品の撰択には特に意を注ぎました。主要部品

を巾しよすと、コイルはスターの３バンドコイルキ

づヽ、バリコンはアルフスの三連バンドスブレッド

叩Ｉ．Ｆ．Ｔはスターの可変帯域型、トランスは電圧

夜勤率が少く、スクチックシールドの完全な点で山

氷迢随のを、電解コンデンサーはＮＣＣ、叉真空管

はＴＥＮとマツダ、マジックアイはトーヨーの６Ｅ

５Ｍを使用致しました。それからスピーカーはセッ

トの門戸として最も大事なものですが、それには大

阪所管のED－80型を使用しました。

　次に回路の方で特に気を配った点はＲＦ管とＩＴ

管のＳＧ電圧はツィードバックを起さぬ様別々に取

り、コンバーターのＳＧからは３μのケミコンでア

22召より続く

もホーンで所生され、ただ帯域が広いという事だけ

でなく、より忠実度の高い点でこの様な方式を家庭

内にとり人れられても悪いはずがない事を巾してお

どけ仁

　　　　　　　　　］VJ

/2印％‾‾　で

第　七　図

[〕｣

23

一 一

3バンド8球オールウェープ製作記

(争乱州ラジオセパヽコレクー･ﾚ人選作)

　　　　　　　　　　　　　熊本巾 村　中　義　信

－スにトし安川ハムとフロノズンク焼玉に尚之良し

た、次に低司波回路ゐ万てはＶ６じI)カツー|ヽハいヽ

スコン戸ンサーを50/ヘフｆルク一一コンテノリ一世

沁2叫と大吉眼を険哨し、低削こ於けるインヒ一タ

ンスを低くする様にしましたが、低回波朗巾力ヽ八段

の為辰刈の,役計図通りてはモーターボ－ディンブを

杞レリパｙそれで低周波チＪ－クを使用し、協心

を出来ろだけ完全に出来る様に努め、尚目．Ｑ７のカ

　・ブリンゲを大きく敗り、カッフリンゲは0.0Dを

0.00!/いこ喚えて|かllしまし7こ、次に配線図のぼに

出力トランフヽの二次側よりドライバーのカリードヘ

５Ｋｊ?ﾌﾟ)抵抗を通して負餓還をかけ､低函高びの丙

コントロ‘一ルｔかけまししこの様に負債返をかけ

るムぶは出力トランスの二次側迄改河され、約20

db竹筒巡ですからスヒーり－のダンピングもずつ

と良くなりました。然しこの様に負韻還の段数が多

いI出回月刊当良い出力Tヽランスを険わないと、ロー

てＤピークやハイでの発振に悩まされるものと同つ

て|占りましたので、最初はスピーカ刊肘屈のJIllカト

ラ，スては無理だろうと思って別の出力トランスを

腿豹八いごったのですが、割反i｢?響のを使用して

ふるとスヒーカづ肘哨のトランスであるにもかかわ

らず、そんな懸念は全くなく、それで私もずっと自

レい増し汲の製作も順調に進めまし7こ。

　次に刑乍トの汪意とじては、ビスを使用する時は

応仁ノッンヤー及びスブリングワッシヤーを用い、

シャーシには極力ＡＣ電流を流さぬ様にし、アース

基線として太い銅線を一本張り、ハンダ付けにはヤ

ニ入りハンダを使用し、後はアルコールをひたした

乍切で拭きとりました。叉、抵抗やチューブラーの

足は糾俯短くし、規椙容量等が分り易い様にその文

字は貨てll向きとしました。調整は中間周波変成器

がＣ同調の7こめやや苦労しました。

　それからバンド切換表示はパイロットランプで出

来る様にし、ツマミネームはベークライト文字板を

-

〃

-



�．，抽出円札い分りいい{脂ツパＵバンヶ－スに印

.33ご28Emで引当ｿﾞ､{いﾑ)で、合餅㈲にも良かつ

,∠よﾑい九才

４８

６ＳＱ７

レコード随想

６Ｓｊ７

　ＬＰ一一レコドの売り込み合戦も歳末の近づくにっれて益

ャ欧バ｣いにごって我々講習石から見れば値段の点と品質の

ハに辰で競争の激しい事に非常に有難い事だ。コロンビア

に胎大っにＬＰレコードの販売もロンドン、ビクターと

ぐつべ牢脂二人ってからはＶＯＸ．ウェストミンスター､グ

　・ご一仁/と次々新らしいレコードを□の前にされると変

一打こレコードもっい同じ様に昆えて来ては今迄頼りにして

いに各処誌、新聞のレコード批評も何処迄信用して良いの

やらと必要外の今迄心配になって段々とレコードヘも寄り

伺き難くなって来る様な気持に墜って来る。

　アロンヒアレコ･づ賜最初から見ればよく研究して此頃

･.ハビ一|ヽにあのフルーフ・リルクー指揮の未完成交響楽、

　㈹、配線図は低周波部分いみを掲け-づ､岫よす。

中間剛皮貝トは人体に於てスターの弓2 一一ターン″-｜

No.S39いもうと同じです,、

　　　　　　　　　6V6
　　　５Ｋ

-Ｊな６へかゝヘー－

５Ｙ３

６

争Ｖ６馮カメードヘ

片
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3QmA

4FCh

Ｓ

ｊ
／
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500012

の様な雑ａレコードは全くなくなつだ様だ,､然し後続の各

ｊむ中々コロンビアに優るとも劣らない様む技術をもって

製作して居る。今の所払自身何処のレコードが最も良いか

と問われたならばロンドンレコードを取り.Lけたい。ロン

ドンレコードの良い点と云へば第一に最良の録音を敵選し

てプレスをして居る車が上げられる最良の録音はＬＰレコ

ードに取っては最良の演奏より優るから尚史の事有難い。

次に木国の演奏家のみにこだわらず広く欧州各地の演奏家

を集めて居て常に新鮮な事があげられる。この三点が払に

は他のレコード会社の製品より珊しめ心のであるがレコー

ド会社も欧米の音楽家の録音のみに取らわれず国内からも

レコード出来るに値する名演奏家、名楽団もあるのだから

国内演奏家のＬＰレコードの発売を期待して止まない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＯＳＡ ＭＵ)
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この頁は、読者の気楽な談話室として、開放致したいと存じます。

本誌に対する、御希望なり、御批判なり、気楽なお話なりでも、何なり

と結構ですから、どうぞどしどし御寄せ下さい。

　　私の思いうき

　　　　標準型５球スーパーの製作

　　　　　　　　大阪市　戸塚新二

　″製作記″と大袈裟なことを云い出すには、未だ全

くの駈け出しで、皆様は既に御承知の事と思います

が、寧ろ私の経験を発表して、未熟な点は皆様の御

指導により勉強させて戴きたいと思っております。

回路は御存知の通りの

　６ＷＣ５－６Ｄ６－６ＺＤＨ３Ａ－４２－８０

と云った全くの標準聖ですから、回路図を潜く迄も

べいでしよう。

　沢、キットにすれば良かったのですが、少しでも

経済的にと、配線図一枚を頼りに部品を集め、配線

に掛ったのですが、先づ困ったのはパートラで、十

Ｂ電源として250 V程度のものが市販品に仲々見っ

からず、止むを得ず320 V端子を使ったのですが、

いけません。出力管がものすごく熱くなってしまい

ました。10K位を入れて落せば良いだろうと気付い

て、やってみたのですが、素人の悲しさ、無分別に

１Ｗ型をっないだので、忽ちこれは焼け切れてしま

いましに，この揚合には相当大型のものが必要であ

ることが分りました。組んでいる問に気附いたこと

F - ¶ - - ● 1 ･
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は、配線図だけでは分らない,印.1波洙丿摺皆||で、問

呈よくて巾にそ八≒こと乙べく、ハーカーハ川ごづ、

Ｔ帽こレヤくｙ徨してありこすが、孤の≒臼どハな

にやつてみても一つの端子に三木も目本ものリーで

,し　ゾにべつて、ハンク付にも囚難ム㈲いごっこも

じ.特よ’こj几ｲヽに好になつてしよいよしに．こんこ

ここは経験公債かより他に仕方が々いｼﾞ）でしよっ

か。

　こリ･.でもどうにか出来上って調整にUﾄりjﾐしだ

剛がとうレし訳か、朝日放送（1010KC）附近でオ

ッレレーゾづこテイッドホインiヽが生じて、急に大

らかくべりよす。オッンレクー○グリッド玉山をＱ

ると、その部分だけが急に誠少しています。いろい

ろ罰べてろ寸こ結緊、発振コイルのＰ側で短絡してい

るのご兄見しよした。そのためＰ側のＬが小さくな

つてんりﾌﾞ註い叱吋Lしだのでした。コいレを収換え

てやつとよ常に働き始め大した。これでどうやら懸

息ごかよ巾問周波０発振も加らず、現ひまで無恥こ

働いて4jりよす。

　　-ブ完成すると欲が出るもので、次はどうしよう

かと灰白勉強巾です。適当なものがあれば御教示下

さる揉び願い致します。

　　　表紙写真誂明　　で

　これはPD－120とCD－600を組合せ7こ２Ｗ

ＡＹ方式のHiFi装置で、キャビネットの下部

にPD－120を使用し、士.部はC D－600にホー

ンを使用した装匹です。

　左に見えるのはアンプ群で上部はラヂオチュ

イナーとブリアンプ、次が510Bという送信管

を使用したチャイルズアンプ、次が６Ｖ６のウ

イリアムソンアンプ、殼ﾄﾞ部は、上記のアンプ

い雷源部です。（巨万美代九郎氏宅）

･｀S
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叉　ニュ一カム社の２チヤンネルアンブ

ニューカム3D－12は12ワッ1ヽDブリアンプ２セ

|ヽか杖めら証でおり、テーブ、レコード、ラジオ

アンプリフアイヤー・コーポレイションオプ　受に汰用に使哨されるがヽ叉ヽ各々高城及匹城スヒ

・アメリカ社うポータブル・テープレコーダー８－
ヵづ出こ司七宗反訴としこも使用出来るものであ

１ｂは、サブミニチュア管を削って、眼前で25特則　’Iハ

辿続勁即させることが可能であシづ匈、モーターに

にフぅｆボー･ﾚ・ガバナーを利用してバ「･T総括度を

　ぺぶこにっていシ

　´?-〃〃7"゛゛゛゛～へ

゛り｀尚゛

八

白回6
-ここらy″^｀－、､｡。　｀

　一句　了－チャンネル・プリアンプ・イコライザー

フアイヤーチヤイルド社の新製品で、節甲な操作で

I≒性能に動作する。木蔚の特徴は匙周波域にげって

部屋の皆皆勤梁とマッチングをとれる調整装置にあ

る。インプットは７チャンネルになっており、各々

のレベルでコントロール出来る様になっている。
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匠回Ｊ
､ンビバ馬肥ゆる秋バ占､実仏吋く耳肥ゆる秋。秋の

　Iﾂﾞ≒がをHiFiァンフＯ裂作に渦すのもまた格別、

　完I八したらびは、よくぞオーディオファンに生れ

　けると、他に例えることの出来ないものです。

∩然し、余りメカニズムに走り眉ｙて、人問性を忘

　れる様なことかあってはなりますまい。床下で鴫

　くこおろｙの、自然の音楽にも耳を煩ける心は失

　いたくないものです。

○皆様の熱心な御支援によって、今回はまたページ

　敢が増えました。秋と共に皆様の０．Ａ．Ｓもぐん

　ぐん戈長して行きシ仁今後とも変らぬ御声長の

　即ド願い致します･、（Ｙ．Ｉ）
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ＯＡＳ第三号

　昭和二十九年十月二五目

　昭和二十九州十一月一一日

　　　(毎月ゾ司一目発行)

（送料共,）寥ケ年120円

　　　河合ハ郎

大阪市旭区大宮町西之町五丁目三二

大阪音響株式会社内ＯＡＳ出版部
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